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工事名等 場所 請負金額 [ 円 ] 請負業者

公共下水道管渠布設工事 ( 流 21-7 工区 ) 大塚地内 6,405,000 三珠産業㈱

公共下水道管渠布設工事 ( 流 21-8 工区 ) 市川大門地内の 4 8,505,000 ㈱丸喜上野建設

公共下水道舗装本復旧工事 ( 特 1 工区 ) 鴨狩津向地内 1,449,000 ㈱丸美建設工業

簡易水道舗装本復旧工事 ( 第 1 工区 ) 上野地内 5,460,000 ㈲ドバシ工業

配水管布設工事 (21-1） 高田地内 4,809,000 ㈲塩島設備

新川河川改修に伴う送配水管布設替工事 黒沢地内 20,160,000 ㈱鹿島工業

平成 21 年度耐震性貯水槽設置工事 字野中地内 11,760,000 ㈱市川建設

平成 21 年度耐震性貯水槽設置工事 字大門地内 12,075,000 丹澤建設工業㈱

平成 21 年度耐震性貯水槽設置工事 字向新田地内 11,739,000 ㈲岸本興業

平成 21 年度耐震性貯水槽設置工事 大字落居地内 8,715,000 ㈱渡辺建設

矢作地内道路改修工事 上野字篭鼻地内 1,638,000 峡南建設㈱

町道下河原線拡幅工事 大塚字下河原地内 4,095,000 三珠産業㈱

町道北ノ窪線改修工事 大塚字北ノ窪地内 1,711,500 伊藤建材㈱

印沢地内水路改修工事 印沢地内 957,600 ㈲依田工務所

町道入組線舗装工事 黒沢字入地内 1,852,200 ㈲佐々木工業

六郷地区道路安全施設設置工事 岩間地内 7,896,000 ㈱渡辺建設

町営落居団地駐車場舗装工事 落居地内 1,963,500 ㈱渡辺建設

公共下水道マンホールポンプ設置工事（流 21-9 工区） 市川大門・大塚地内 11,970,000 荏原実業㈱山梨営業所

戸別浄化槽設置工事（21-7 工区） 黒沢地内の 2 882,000 ㈱一瀬工務店

町営住宅屋上防水工事 落居・宮原地内 8,400,000 ㈱一瀬工務店

町道町屋川浦線改良工事 上野字川浦地内 13,965,000 八木建設㈱

市川三郷町武道館屋根改修工事 岩間地内 11,235,000 ㈲峡南工業

林道下芦川線改良工事 三帳地内 2,866,500 砂田建設工業㈱

配水管布設工事 (21-2） 高田地内 8,925,000 ㈱丸美建設工業

公共下水道管渠布設工事 ( 黒沢地区私道 ) 黒沢地内の 2 808,500 ㈱鹿島工業

市川大門町民会館講堂床改修工事 市川大門地内 4,452,000 今村工務店

簡易水道事業 GIS データ整備業務委託 六郷地区及び三珠地区の一部 4,515,000 ㈱六測

旧市川大門地区地籍調査データ数値情報化業務委託 市川三郷町地内 3,780,000 国土情報開発㈱

市川三郷町議会中継システム更新業務委託 市川三郷町地内 12,656,700 ㈱サンテレコム

公共下水道管渠清掃及びＴＶ調査業務委託 市川大門地内他 7,455,000 クリーンヘルス㈱

市川三郷町防災カメラシステム更新業務委託 市川三郷町地内 10,394,475 ㈱ＹＳＫｅ－ｃｏｍ

入札執行状況のお知らせ　（平成 21 年 10 月～ 11 月）  【問い合わせ】町財政課☎ 055-272-6091
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元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

１月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を
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氏

名

死
亡
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出
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お
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や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。
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暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
を
目
指
す

こ
の
町
で
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
い

き
い
き
と
暮
ら
し
、
輝
く
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と

委
員
会
が
活
動
を
始
め
て
４
年
に
な

り
、
２
期
目
の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
輝
く
笑
顔
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、「
み
さ
と
の
秋
ま
つ

り
」
に
出
か
け
て
行
き
、
皆
さ
ん
の

意
識
を
伺
っ
た
り
、
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
「
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
」
を
念
頭
に
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
『
男
女
共
同
参
画
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
』
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
方
が
39
歳

以
下
の
若
い
年
代
が
他
の
年
代
よ
り

多
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
今
年
度
は
こ
の
年
齢
層
に

働
き
か
け
る
意
味
も
あ
り
、
川
柳
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
か
ら
も
川
柳
（
標
語
）
を
募

集
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
家
庭
の

中
で
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
ど
ん
な

こ
と
？
」
と
い
う
会
話
が
生
ま
れ
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
お

考
え
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
結
果

と
し
て
、
今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の

認
知
度
が
若
い
年
代
で
わ
ず
か
に
増

え
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

広
報
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
回
を

重
ね
て
24
回
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
場
や
昨
秋
開
い
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
折
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

に
皆
さ
ん
か
ら
「
広
報
を
読
ん
で
い

る
よ
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
毎
回
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
お
伝
え
し
た
い
こ
と
を
載
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
の
欄
を
き
っ
か

け
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
や
意
見

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と

は
委
員
会
と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
と
お

し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
気
づ
き
や
、
輝
く
笑
顔
に
出
会
う

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

会　

長　
　

有
泉　

妙
子

24

「男女共同参画」の認知度

60 歳以上40 ～ 59 歳39 歳以下
20年度21年度20年度21年度20年度21年度

知
っ
て
る

知
ら
な
い

知
っ
て
る

知
ら
な
い

知
っ
て
る

知
ら
な
い

４％４％10％12％37％28％

96％96％
90％88％

63％72％

こ
れ
か
ら
も
意
見
や

情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
ま
し
ょ
う

平
成
21
年
度
障
害
者
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

　

■ 

須 

藤  

明 

彦   

氏
（
上
野
）

　

須
藤
さ
ん
は
三
珠
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
所
時
よ
り
、
そ
の
活
動
に

協
力
す
る
ほ
か
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
も
理
解
を
示
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
の
障
害
者
福
祉
向
上
に
尽
力
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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平成22年４月１日午前０時より平成23年３月31日午後12時まで（申し込み受付は平成22年３月から）

03-3515-4133

　

２
月
14
日
、
も
と
も
と
西
八
代
郡

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
と
し
て
長
い
歴

史
の
あ
る
、
富
士
川
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
記
念
す
べ
き
60
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
新
た
に
コ
ー
ス
の
見
直

し
を
行
い
、
み
た
ま
の
湯
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
、
身
延
町
総
合
文
化
会

館
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
44
・
７
㎞

で
争
わ
れ
ま
し
た
。
全
39
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
本
町
か
ら
も
４
チ
ー
ム
が

参
加
。
特
に
例
年
以
上
に
長
い
下
り

坂
の
続
く
第
１
区
間
に
苦
戦
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
チ
ー
ム
無

事
に
完
走
し
伝
統
あ
る
大
会
に
新
た

な
１
ペ
ー
ジ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
（
一
般
の
部
）
山
梨
学
院
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
Ａ　

▼
（
壮
年
の
部
）
韮

崎
中
央
公
園
ク
ラ
ブ

富士川駅伝競走大会
装いも新たに 60 回目

◀
三
珠
歌
舞
伎
文
化
公
園
前
を

走
り
抜
け
る
ラ
ン
ナ
ー

（写真）第 60回富士川駅伝競走大会



　

町
教
育
委
員
会
で
は
次
の
と
お
り
、
学

校
用
務
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
応
募
条
件
】
特
に
な
し

【
勤
務
地
】
管
内
小
中
学
校

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
採
用
予
定
】
４
月
１
日
よ
り

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

【
申
し
込
み
期
間
】３
月
15
日
㈪
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
教
育
総

務
課
・
学
校
教
育
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
３　

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い
ち
か
わ
」
で
は
、
臨
時
介
護
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
臨
時
介
護
職
員
１
名

【
勤
務
時
間
】
夜
勤
あ
り

【
応
募
条
件
】
年
齢
不
問

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
有
資
格
免
許
の

写
し
、
健
康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
土
・
日
・
祭
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
介
護
老

人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

（
町
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
５
１
２
１

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
基
準
法
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
労
働
条
件
が
確
保
さ

れ
、
そ
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準

関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業

場
に
立
入
り
、
事
業
者
に
法
に
定
め
る
基

準
を
遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
国
家

公
務
員
（
厚
生
労
働
省
の
専
門
職
員
）
で

す
。
労
働
基
準
監
督
官
は
、
毎
年
、
人
事

院
・
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
採
用
試
験

の
合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
度
は
、
４
月
１
日
㈭
か
ら
４
月
14

日
㈬
ま
で
受
験
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
山
梨

労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
☎
０
５
５

（
２
２
５
）
２
８
５
３
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

国
税
専
門
官
と
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
専
門
知
識
を
駆
使
し
、
適
正
・
公
平

な
課
税
を
実
現
し
、
租
税
収
入
を
確
保
す

る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者　

②

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
23
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、

人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

【
申
込
書
交
付
期
間
】
４
月
14
日
㈬
ま
で

【
申
込
書
受
付
期
間
】
４
月
１
日
㈭
～
４

月
14
日
㈬

【
試
験
日
】
▽
第
１
次
試
験
６
月
13
日
㈰

▽
第
２
次
試
験
７
月
20
日
㈫
～
７
月
27
日

㈫
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務
署
総
務
課

☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
９
１
内
線
12

　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
で
は
、
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
の
あ
る
20
歳
以
上

【
活
動
内
容
】
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年

２
回
）
▽
会
議
出
席
（
年
１
回
）

【
委
嘱
期
間
】
６
月
１
日
か
ら
10
カ
月
間

【
募
集
期
間
】
４
月
２
日
㈮
ま
で

【
応
募
方
法
】
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
表
題
に
「
モ
ニ

タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、
▽
郵
便
番
号

▽
住
所
▽
電
話
番
号
▽
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

▽
性
別
▽
年
齢
▽
職
業
▽
応
募
の
動
機
▽

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
を
記
入
し
て
、

ご
応
募
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
総
務
省
関

東
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部
電
気
通
信

事
業
課
（
〒
１
０
２
ー
８
７
９
５
千
代
田

区
九
段
南
１
ー
２
ー
１
九
段
第
３
合
同
庁

舎
23
階
）
☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
６
２
３
８
）１
６
９
８　

メ
ー

ル m
onitor-kanto@

soum
u.go.jp
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臨
時
用
務
員
募
集

町
教
育
委
員
会

臨
時
介
護
職
員
募
集

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

国
税
専
門
官
募
集

鰍
沢
税
務
署

家屋を取り壊したら「滅失届」の提出を
　固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づいて課税され昨年中

に取り壊された建物は、翌年度から課税されません。

　町では取り壊した家屋等の把握に努めていますが、課税誤りなどを

なくすため、建物を取り壊した場合、ご本人からの報告をお願いしてい

ます。昨年中に建物を取り壊した方は、「滅失届」の提出をお願いします。

【届出に必要なもの】印鑑

【手続きおよび問い合わせ】
町税務課資産税係☎☎ 055-272-1104

三珠支所庶務係☎ 055-240-4153

六郷支所庶務係☎ 0556-32-2111

※
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

口
座
振
替
の
方
は
、
口
座
の
残
高
確
認

と
記
帳
に
よ
る
収
納
済
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
口
座
収
納
済
通

知
書
の
発
送
は
、
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

厚
生
労
働
省

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省↘
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第
40
回
の
節
目
と
な
る
今
年
の
信
玄
公

祭
り
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
10
日
㈯
時
間
は
仕
事
内
容

に
よ
り
異
な
り
ま
す

【
内
容
・
時
間
】
▽
会
場
整
理
・
救
護
午

後
３
時
～
８
時
、
▽
運
行
補
助　

午
後
１

時
～
８
時
、
▽
陣
屋
運
営　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

【
募
集
人
数
】
▽
会
場
整
理
・
運
営
（
100
人
）

▽
甲
州
軍
団
運
行
補
助
（
70
人
）
▽
陣
屋

運
営
（
20
人
）
▽
救
護
補
助
（
10
人
）

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法 

】
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
、
希
望
業
務
、
過
去

の
経
験
有
無
を
明
記
し
、
〒
４
０
０―

０
０
３
１
甲
府
市
丸
の
内
１―

８―

１
７

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

係
ま
で
送
付
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
２
２
１
）

３
０
４
０
、
メ
ー
ル
（h-ashizaw

a@
yam

akan-sk.jp

）
で
も
可

【
締
め
切
り
】
３
月
15
日
㈪
必
着

【
問
い
合
わ
せ
】
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員

会
☎
０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２　

検

　

産
業
技
術
の
高
度
化
、
情
報
化
等
が
進

展
す
る
中
で
、
幅
広
い
知
識
や
高
度
の
技

術
を
学
び
、
将
来
産
業
界
で
活
躍
で
き
る

実
践
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】
２
年

【
試
験
日
】
３
月
23
日
㈫

【
募
集
科
】
生
産
技
術
科
、
電
子
技
術
科
、

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
情
報
技
術
科

【
会
場
】
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た

は
平
成
22
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
者

【
試
験
科
目
】
数
学
（
生
産
・
電
子
・
情

報
技
術
科
）、英
語
（
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
）、

面
接
試
験

【
願
書
受
付
期
間
】
３
月
３
日
㈬
か
ら
▽

（
郵
送
締
め
切
り
）
～
３
月
16
日
㈫
▽
（
持

参
締
め
切
り
）
３
月
18
日
㈭
正
午

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
☎
０
５
５
３
（
32
）
５
２
０
１　

Ｈ

Ｐ　

http://w
w

w
.yitjc.ac.jp

　

子
ど
も
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題

の
あ
る
子
ど
も
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
13
日
㈯
、
３
月
14
日
㈰　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下

飯
田
２
ー
10
ー
２
）

【
相
談
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
時
間

は
、平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚

障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
・

佐
田
）
☎
０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
１

　

察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人

の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、交
通
事
故
や
詐
欺
、

脅
し
な
ど
犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
処
分
に
不
満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら

申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起

訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

し
ま
す
。
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知

り
た
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
府
検
察
審
査
会
事
務

局
☎
０
５
５
（
２
１
３
）
２
５
４
８

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
の
あ
る
方
は
、
ご
相
談
下

さ
い
。
専
門
の
教
員
が
応
じ
ま
す
。
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
19
日
㈮
～
３
月
20
日
㈯
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で　

【
場
所
】
県
立
ろ
う
学
校
乳
幼
児
指
導
室

【
対
象
児
】
０
歳
児
か
ら

【
相
談
内
容
】
▽
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
の
相
談
▽

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア
ド
バ

春
の
Eye
愛
ひ
と
み
相
談
会

山
梨
県
立
盲
学
校

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
入
学
生
募
集

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の
相
談
会

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
町
の
宿
直
体
制
は
本
庁
舎
は
無
人

の
機
械
警
備
で
宿
直
者
は
置
か
ず
、
三

珠
と
六
郷
支
所
は
職
員
が
各
１
名
体
制

で
宿
直
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す

る
備
え
を
強
化
す
る
た
め
、
支
所
に
分

散
し
て
い
た
宿
直
を
引
き
揚
げ
、
有
事

の
際
に
災
害
対
策
本
部
を
置
く
本
庁
舎

に
人
員
を
集
中
さ
せ
ま
す
。
夜
間
、
職

員
が
２
名
体
制
で
宿
直
を
行
な
い
、
大

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
予
期
せ
ぬ
災
害

に
備
え
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
夜
間
の
電
話
対
応
】
各
支
所
へ
の
夜

間
の
電
話
は
本
庁
舎
に
転
送
さ
れ
、
職

員
が
対
応
し
ま
す
。

【
防
災
無
線
】
三
珠
・
六
郷
地
区
へ
の

無
線
放
送
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
な
ど
は
本

庁
舎
か
ら
操
作
し
ま
す
。

【
来
訪
者
の
対
応
】
各
支
所
に
は
本
庁

舎
に
つ
な
が
る
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
設
置
し
、
宿
直
者
が
直
接
対
応

し
ま
す
。

【
体
育
施
設
の
カ
ギ
の
貸
出
し
】
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
三
珠
店
・
ロ
ー
ソ
ン
六
郷

店
に
委
託
し
、
カ
ギ
の
貸
出
し
を
行
な

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
総
務
課
庶
務
係
☎

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

４
月
１
日
よ
り
支
所
の
宿

直
を
廃
止
し
、
本
庁
舎
の

み
宿
直
者
を
配
置
し
ま
す

信
玄
公
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

ご
存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

甲
府
検
察
審
査
会↖
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イ
ス
▽
聴
力
測
定
▽
補
聴
器
相
談

【
申
し
込
み
方
法
】
３
月
15
日
㈪
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
下
さ
い
。

【
注
意
】
▽
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

▽
完
全
個
別
予
約
制
で
す
▽
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
▽
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と

こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

☎
０
５
５
３
（
22
）
１
３
７
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５
３
（
22
）
６
４
１
９　

メ
ー
ル

sodan@
rogako.kai.ed.jp

　山梨県では市町村や民間団体と連携して今春４月から６月
にかけ、春の山梨の魅力を全国に伝える「花と名水　美し色
の山梨」観光キャンペーンを実施します。これは、昨年に引
き続き、ＪＲと協働した全国規模のキャンペーンです。前回
のキャンペーン期間中には、県外から数多くの観光客の方々
に山梨県を訪れていただきました。
　市川三郷町でも、この機会に全国から多くのお客様に訪れ
ていただき、四尾連湖などをはじめとする春の市川三郷町の
魅力を体感していただければと思います。

～温かい「おもてなし」を～
　今回行われるキャンペーンでも、昨年同様に多くの観光客
が市川三郷町に訪れていただけると思います。県外からのお
客様を温かい「おもてなし」の心でお迎えしていただき、再
びおこしいただけますよう皆様一人ひとりの心のこもったお
もてなしをお願いたします。

「花と名水　美し色の山梨」
観光キャンペーンの実施（4/1 ～ 6/30）

週
末
は

山
梨
に

い
ま
す

平成 22 年度幹部候補生・一般曹候補生・予備自衛官補　募集案内

募集種目 区分 願書受付期間 第１次試験 概要

幹
部
候
補
生

一
般
・
技
術

20 歳以上 26 歳未満（22 歳
未満は大卒・見込含む）
※ 大 学 院 修 士 学 位 取 得 者

（見込含む）は 28 歳未満

平成 22 年
４月１日～
５月 10 日

平成 22 年
５月 15 日㈯

※パイロット要員志願者は
５月 16 日㈰も実施

入隊後約１年で３等陸・海・
空尉（大学院修士学位取得
者は２等陸・海・空尉）

歯
科
・
薬
剤
科

専門の大卒（見込含む）
20 歳以上 30 歳未満

（薬剤は 26 歳未満の者）
※薬学修士学位取得者（見
込含む）は 28 歳未満

免許取得後歯科は２等陸・
海・空尉、薬剤科は入隊後
約１年で３等陸・海・空尉

一般曹候補生
（第１回）

18 歳以上 27 歳未満の者
※高等学校在学者は除く

平成 22 年
５月 22 日㈯

入隊後２年９月経過以降選
考により３等陸・海・空曹

予
備
自
衛
官
補

一
般

18 歳以上
34 歳未満の者 第１回

平成 22 年
１月 12 日～

４月９日
 

第２回
７月 20 日～

10 月８日

第１回
平成 22 年

４月 18 日㈰
第２回

平成 22 年
10 月中旬

※第１回試験で採用予定者
数を採用した場合、第２回

は実施しない

３年間で 50 日間訓練参加
後予備自衛官として任用

技
能

18 歳以上
保有する技能により
53 ～ 55 歳未満の者

２年間で 10 日間訓練参加
後予備自衛官として任用

URLhttp://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/  i-mode://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/i/index.html
E-mail:hq1-yamanashi@pco.mod.go.jp

【申し込み・問い合わせ】自衛隊山梨地方協力本部　南アルプス募集センター☎ 055-283-5150

■自衛隊では平成 22年度の幹部候補生などを次のとおり募集します。

三珠歌舞伎太鼓とジュニアコーラスいちか
わによる子どもジョイントコンサート

もものはなコンサート
【とき】３月 14日日
　（開場）PM1:00（開演）PM1:30

【場所】歌舞伎文化公園ふるさと会館
【主催】もものはなコンサート実行委員会
【後援】市川三郷町教育委員会
【友情出演】天野宣と阿羅漢
　　　　　Ｓ．Ｃ．ジョイア
※入場無料


